
平成24年 度 地域づくιl研修会 [概要]

～移動支援について考える～

ねらい 鏡野町の現状と課題を知り、解決策を地域住民が主体となり考える機会とする

対  象 民生委員、ボランティア・NPO団 体、地域づくり協議会など地域づくりに興味 ・

関心のある方

定  員 50名

実施主体 鏡野町社会福祉協議会

日 時 平成 24年 12月 19日 (水)13:30～ 16:00

場  所 奥津振興センター 2階 会議室

講  師 NPO法 人てっちりこ 岡本 勝光氏  (ア ドバイザー)

NPO法 人移動ネットおかやま より 2名  (コ ーディネーター)

内 容

①導入

30分

◆地域の現状と課題の把握   [担 当]

・買い物難民等足の問題に関する調査結果から見えてくること [岡本]

・ボランティア交流会にて話し合つたテーマ及び意見について振り返り [社協]

内 容

②グルー

プヮーク

1時間

30分

◆グループごとに与えられたテーマについて話し合う [移動ネット・社協]

ポイント 「住民の “できる"を 具体的に引き出す」

「社会資源をどう活用するか」

(参加者を事前に3～ 4の グループに分けておく)

(到達点を念頭に置き、移動支援に関連したテーマをあらかじめ用意しておく)

各グループに核となる人を配置する。社協職員は各グループに入り書記を担当す

る。

◆グループごとに発表 [移動ネット]

※このあとの詳細な進め方については、移動ネットの方と相談

◆まとめ [移動ネット]

他地域の事例等情報を交えながら、具体的に鏡野町で住民自身ができることを導

き出す。詳細については移動ネットの方と相談

内 容

③講評

25分

◆講評 [岡本]

まとめの内容を踏まえ、今後の地域での具体的な活動実施に向けて活力となる意

見をもらう。

内 容

④閉会

5分

到達点

◆閉会 [社協]

持続可能な “住民自らできる"活 動を具体的に見出す

地域に課題解決の仕組みができる


